パーサ一括削除
指定したパーサを削除します。この操作にはクラスター管理者権限が必要です。
HTTPリクエスト
DELETE /api/sonar/parsers
cURL例
curl -H "Authorization: Bearer <API_KEY>" \
     -X DELETE \
     "https://HOSTNAME/api/sonar/parsers?codes=test"
リクエストパラメータ
	キー
	必須
	型
	説明
	備考

	codes
	○
	文字列
	パーサ識別子リスト
	カンマ（,）区切りのパーサ識別子リスト


正常応答
{
  "failures": {}
}
エラー応答
必須パラメータが不足している場合
HTTPステータスコード 400 応答
{
  "error_code": "null-argument",
  "error_msg": "codes should be not null"
}
パーサの削除に失敗した場合
HTTPステータスコード 200 応答
{
  "failures": {
    "unknown": ["not-exist"]
  }
}
failures（マップ）：削除に失敗したパーサのリスト。キーはパーサ識別子、値は削除失敗理由の配列
not-exist: パーサが存在しない
referenced-by-logger-model: ロガーモデルで参照されている
referenced-by-extractor-model: 抽出モデルで参照されている
